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要　　　旨：はじめに：近年、多くの高等教育機関で反転授業アプローチが採用されており、特に
Blended　Learning （BL） が普及している。反転授業は、事前に授業内容を学び、対面
授業での学習の深まりや参加意識の向上に寄与するとされる。本研究では、急性期看護
学の授業において、対面授業にインタラクションツールやフィードバック動画を導入し、
学習に与える影響を考察した。
方法：事前学習として講義動画を学生に配信し、基礎知識の習得を促した。授業中はイ
ンタラクションツールを活用して、学生がリアルタイムで質問や意見を共有できる環境
を整備した。また、授業終了後にはリフレクションシートに基づいて、教員が学生の疑
問に答えるフィードバック動画を配信した。
結果：すべての学生が事前学習動画を視聴した。授業中のインタラクションツールを通
じた教員とのやり取りには 70％以上の学生が反応し、匿名の質問やクイズ形式の発問
を用いて理解を確認した。リフレクションシートには複数の学生から質問が記載され、
フィードバック動画を用いて質問に対する回答を行った。
考察：これらの取り組みにより、反転授業における学生の学習意欲の向上と学習内容の
定着が促進される可能性が示された。学生の発言から、他者の質問やそれに回答する授
業後のフィードバック動画が学習の深まりに寄与したと考える。
結論：本研究では、対面授業にインタラクションツールやフィードバック動画を組み込
むことで、学生の内発的動機づけを高め、事前課題や学習の取り組み状況を可視化し、
双方向の学びを強化することにつながり、学生の知識の定着と理解の深化につながった
可能性がある。

A b s t r a c t：Introduction: In recent years, many higher education institutions have adopted 
flipped classroom approaches, particularly emphasizing the widespread Blended 
Learning (BL). The flipped classroom model involves students learning the course 
content prior to classroom lectures, which is said to contribute to deeper learning and 
increased engagement during face-to-face sessions. This study examines the effect of 
incorporating interaction tools and feedback videos into acute care nursing classes on 
learning.
Methods: Lecture videos were provided to students as pre-learning materials to 
encourage the acquisition of basic knowledge. During the class, interaction tools were 
used to create an environment where students could share questions and opinions in 
real time. After class, feedback videos were distributed in response to questions on 
reflection sheets, allowing instructors to address students' inquiries.

Flipped Classrooms in 'Acute Care Nursing Practice Theory':
Interaction Tools and Feedback Videos

〈その他〉
反転授業におけるインタラクションツールとフィードバック動画の活用：

急性期看護学実践論での実践と効果
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　海外における調査では、BLが看護基礎教育におい
て看護学生の学習意欲を向上させる、より効果的で斬
新な教育戦略である可能性が明らかになっているが、
十分な調査はされていないと言える９)。我が国でも、
反転授業を受けた学生の満足度と学習成果の相関関係
については示されているが、どのような内容の事前学
習や対面授業が最も効果を生み出すのかについては、
更なる探究が必要と示されている10)。
　これまでの授業では、事前学習として教科書の該当
箇所を指定して熟読してくることを事前課題としてい
たが、疾患別の看護について教授する上で必要となる
臓器の構造や機能について、あるいは疾患やその治療
に関する知識に関する学生の準備状況に不十分さを感
じていた。さらに、学生の事前学習の成果を確認する
方略を設計しておらず、授業内で前提となる知識も併
せて改めて伝達する講義形式の授業を行い、学生の理
解や知識定着の度合いを確認することをしていなかっ
た。講義型の授業は参加型の授業に比べて試験の点数
や単位取得率が低くなることが報告されている11)。
しかし、グループワークなどを取り入れた参加型の授
業はより多くの授業時間を要することが指摘されてお
り12)、学生の準備状況を考慮すると必要な情報を提
供することが難しいと判断した。この問題の解決には
短時間で学生の意見を集約し全体で共有できるインタ
ラクティブツールの活用や学生が提出するリフレク

Ⅰ . はじめに
　
　現在、多くの高等教育機関の授業では反転授業が広
く普及している。そのなかでも、Blended Learning 

（BL）の手法が採用されている１- ３)。BL は同期型の
授業と非同期型の授業を併用した学習方法であり４)、
従来の対面授業で行っていた授業課題を「反転」させ、
事前に映像やWebを通して授業の概要を把握し学習
内容の全体像を俯瞰することができるため、学習量が
増えるという効果のみならず、教室では教員に主導さ
れることなく自分たちの力で学べたという達成感や学
生の授業参加意識や満足度も高いとされている５)。
　しかし、反転授業の構成上、その学習効果は学生の
事前学習の取り組みに左右される側面がある。学生が
事前学習に十分な時間を割かなかった場合は授業中の
活動で良い成果をあげられない可能性が指摘されてお
り６)、学生が事前学習に取り組めるように教員は事前
学習への興味・関心を持てる魅力のあるものに工夫す
る必要がある７)。事前学習はいわば授業の導入であり、
学習の内発的動機づけを喚起する役割を担っている。
内発的動機づけは、学習者の学習行動を左右する重要
な要因であり、この内発的動機づけを喚起し高めるこ
とによって、学習をより自発的に行わせることができ
るとされており８)、主体的な学びの達成において非常
に重要である。

Results: All students viewed the pre-class learning videos. More than 70% of the 
students responded to interactions with the instructor via in-class interaction tools. 
Student understanding was assessed through anonymous questions and quiz-based 
prompts. Several students included questions in their reflection sheets, which were 
addressed using feedback videos.
Discussion: The results suggest that these efforts can improve the retention of what 
students have learned as well as the motivation of students in flipped classrooms. 
Further, considering the student comments, post-class feedback videos addressing 
questions posed by others may have contributed to a deeper understanding of what 
they have learned.
Conclusion: The findings suggest that incorporating interaction tools and feedback 
videos into face-to-face classes can enhance intrinsic motivation of students, visualize 
their engagement with pre-class tasks and learning activities, and strengthen 
interactive learning. These approaches may have contributed to better knowledge 
retention and a deeper understanding by the students.

キーワード：インタラクティブティーチング、動画教材、リフレクション

Keywords：Interactive Teaching, Video Learning Material, Ref lection
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思考プロセスであり、構造が不完全で不確実な状
況、すなわち明確な解決策がない場面で適用される
もの」とされ、学んだ内容を自分なりに整理し直し、
それを他者や自分自身に説明できる形にすることで
ある17)。

Ⅱ . 方法

1. 対象
１）対象学生

A大学において急性期看護学に関わる特定科目
を履修した学生109名

２）科目の概要（表1）
対象科目である急性期看護学実践論は、２年次
前期に開講される２単位30時間（15コマ）の必
修科目である。2022年の前期セメスターにおい
て開講された。

（１）急性期にある対象傷病者に実施しなけれ
ばならない蘇生術や処置などを含む急変時の医
療と看護を説明できること、（２）突然発症し
た病態の侵襲と生体反応を理解し、対象の回復
過程（または終末期への過程）に応じたアセス
メントとケアについて説明できること、を目標
としている。

３）授業の概要
本稿で取り上げた授業は急性期看護学実践論
15回のうち、第６回：脳神経疾患患者の看護、
第12回：消化器疾患患者の看護の２回で、ど
ちらもビデオチャットツール（Zoom Video 
Communications, ZOOM）を用いた遠隔授業で
ある。この授業は以下のように設計した。

４）授業設計（図1）
本授業設計のねらいは、学生の学習意欲を高め、
主体的な学びを促進することにある。急性期看
護に必要な基盤の知識の定着を図り、実践力を
養成することを目的として授業を設計した。具
体的には、授業前の事前学習による基礎知識の
習得、小テストによる事前学習の理解度の評価
と学生のレディネスの統一、授業中のインタラ
クションツールを用いて参加型の設計とする
ことによる双方向の学びの強化、授業後のリフ
レクションシートを通じた内省と知識の定着、
フィードバック動画を用いた理解の深化を目指
している。

（１）授業前
　事前学習の動画は学生が基礎知識を習得する
ための基盤を築くために作成した。学生の準備

ションシートへのフィードバックを行うことで学生の
認識を確認することが有用であると考えた。
　本授業では、事前学習として講義型の動画を配信、
授業内でのインタラクションツールを活用したリアル
タイムの質問・回答、さらに授業終了時のリフレクショ
ンシートとそのフィードバック動画の配信を行った。
反転授業や反転授業とインタラクションツールの組み
合わせについては効果があることが示されているが
13)、リフレクションシートへのフィードバックを動
画で配信する設計は新たな試みである。今回実践した
授業設計が学生の学びにどのような影響を及ぼしたか
を考察する。

用語の定義

・反転授業
　反転授業とは、「従来の授業で行われていた基礎
知識の学習を事前に行い、授業時間を使って応用や
個別指導に重点を置く教育方法」と定義される14)。
この方法では、動画などの教材を用いて事前学習と
して基本事項を学び、その後の授業時間でその内容
に基づいた応用的な活動や問題解決を行うことが
特徴である13.15)。本授業においては、事前学習と
して講義型の動画を配信し、基礎知識の理解を促す
とともに、授業内でインタラクションツールを活用
してリアルタイムの質問・回答を行い、学生の理解
を深める設計を導入した。

・インタラクティブティーチング
　学生が教師やクラスメートと積極的に関わりなが
ら学ぶ教育手法を指す。討論や共同プロジェクト、
テクノロジーを活用した学習環境を通じて、学生の
理解を深め、批判的思考を促進する。この方法は、
従来の講義形式から脱却し、知識を応用し、学習に
積極的に参加することを重視しており、学生の関与
を高め、学習成果を向上させることが目的である16)。

・インタラクションツール
　イベント、会議、教育の場などにおいて参加者と
主催者あるいは発表者との双方向のコミュニケー
ションや交流を促進するために使用されるデジタル
プラットフォームやソフトウェアのことを指す。イ
ンタラクションツールではリアルタイムでの質問・
回答、投票、アンケート、クイズ、コメントの共有
を行うことができる。一方的なプレゼンテーション
を脱却し参加者や受講生の関与を高めた対話型のコ
ミュニケーションを実現するための手段である。

・リフレクション
　リフレクションとは「目的や結果を伴う基本的な
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疑問点を解消し、知識の定着をねらった。
　授業終了時にはリフレクションシートの提出
を課し、学生の内省と知識の定着を図った。本
授業で用いたリフレクションシートは、授業終
了時に次の３点について自由に記述し提出を求
めた。（１）本日の一番の学び、（２）今後学び
を深めたいこと、（３）確認したいこと。（１）
と（２）は回答を必須とし、（３）は自由回答
とした。

（３）授業後
　リフレクションシートの内容を確認し、記載
された質問に対して講義形式で回答を録画し、
動画で配信した。さらに、フィードバック動画
に対する感想や意見をアンケートフォームで収
集し授業設計の改善に活用した。他者の疑問に
触れ、その回答を確認することで理解の深化を
目指した。

2. 倫理的配慮
　リフレクションシートに記載された内容を報告す
るにあたり対象学生から同意を得た。科目の評価が

状況を分析し学習目標の到達に向けて必要な基
礎的な知識について講義形式の動画を配信し
た。動画は授業資料と教員の上半身が映るもの
で全ての発言に字幕をつけた。動画の長さは第
６回が28分54秒、第12回が34分06秒であった。
　学生は授業当日までに配信された動画を閲覧
した。動画にアクセスしたかどうかは学習管理
システム（データパシフィック, WebClass）を
用いて確認した。

（２）授業中
　授業開始時にアンケートフォーム（Microsoft, 
Forms）を用いた小テストを行い、事前学習の
理解度を確認することで形成的評価を行った。
結果は即座に学生と共有し、正答率の低かった
問題について解説を行った。小テストの結果は
科目の最終評価に反映されることを科目ガイダ
ンスで説明していた。
　インタラクションツール（LinkedIn, Slido）
を用いて教員からの問いかけに対して学生が応
答し、また学生からの質問に教員が回答する形
で双方向の学びを促した。これによって学生の

表１　急性期看護学実践論の科目概要
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図１　授業の構成
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が、この動画で解決できました。」「自分にはない視
点でみんな疑問を持っていて、なるほどと思うこと
がたくさんあって、より学びが深められた。」といっ
たものがあった（表2）。

Ⅳ . 考察

　２年次前期の急性期看護に関わる科目の中で、事前
学習動画を用いた反転授業に「インタラクションツー
ルを用いた双方向の学びの強化」「授業のリフレクショ
ンシートとフィードバック動画の配信」を組み込んだ
授業を行った。事前学習動画の視聴率は100%であり、
授業中に行った教員からの発問に対しては、70%以上
の学生から反応があった。また、リフレクションシー
トの記載に対するフィードバック動画に対しても、学
生から反応が得られた。
　事前学習動画の視聴率は100%であった。反転授業
は、成績や学習者のモチベーションの向上など、学
習効果が高まることが報告されている９)。事前学習教
材は、必ずしも動画である必要はないが、動画教材に
は、学習者が視聴頻度や視聴ペースをコントロールす
ることができるという利点があり18)、それが高い視
聴率に繋がった可能性がある。動画教材の視聴率の高
さが小テストの平均点の高さにつながったと考えられ
るが、学習者個々の動画視聴回数や視聴時間、事前学
習の時間数を調査していないため関連があると明確に
は言えない。今後は、動画視聴回数や視聴時間、事前
学習時間とテストの点数の関連を検討していく必要が
ある。
　反転授業にインタラクションツールを組み込むこと
により、70％以上の学生から反応が得られ、インタラ
クティブなコミュニケーションが実現した。反転授業
は、事前学習を前提とした仕組みとなっていることか
ら、反転授業の効果に事前学習がもたらす影響は大き
いと言える。そのうえで、反転授業の中に学生同士の
ディスカッションやクイズなどを組み込み、アクティ
ブラーニングを促進する必要があるため19)、インタ
ラクションツールを導入することのみが直接学習効果
に与える影響は低い。今回、事前学習に取り入れた動
画教材の視聴率が100%、小テストの平均正答率は約
80%であったことから、事前学習の内容を理解するこ
とが授業内での学びの姿勢に影響し、双方向の学びが
強化されたことにつながった可能性がある。そのため、
主体的な学びの姿勢を持ち、理解を深めることができ
るように、学習の準備状況を整えることが重要である。
授業後のリフレクションシートとフィードバック動画
の活用は、学生の疑問を引き出し、解消する機会となっ

確定してから全体にメールを配信し、報告の主旨や
個人情報の取り扱いについて完全に匿名化されるこ
とを説明した。また、自身のリフレクションシート
の記載を報告に使用することを希望しない場合には
メールで連絡することで拒否できること、拒否した
としても不利益が一切ないことを説明した。

Ⅲ . 結果

1. 事前課題の取り組み状況
　全ての学生が授業開始までに事前学習動画を視聴
していた（視聴率100%）。第６回の動画再生回数は
233回、第12回の動画再生回数は202回であった。
　事前学習課題の取り組みを確認するための小テス
ト（全６問）の平均正当数は第６回が4.7問、第12 
回が5.6問であった。動画に関する感想として「字
幕がついていてわかりやすかった」「映像があると
わかりやすい」といった意見があった（表2）。

2. 授業中のインタラクションツールを用いた双方向  
　の学びの強化

　教員からの発問に対して常に70%以上の学生から
の反応が得られた。第６回の授業内では血管内攣縮
について説明を行った後に、それに関連する発問を
行い、学生の回答を全体で共有した（図2）。誤答
した学生もいたことから再度脳血管攣縮について説
明し、全員が正しく理解したことを確認してから授
業を進めた。
　また、同ツールのテキストチャット機能を用いて
授業の進捗に合わせた学生からの質問や疑問点を共
有することができた。「胃がんを摘出した患者さん
はどういった食事から始まるのですか？また、どう
いった食べ物が食べられないのですか？」「図と本
文が重なっていて見えにくいので解説してくださ
い」といった発言が共有された。このような教員―
学生間のコミュニケーションは行われたが、学生同
士が意見を交換する場面はなかった。
　授業の感想として自由回答の（３）の記載の中か
らインタラクションツールの使用に関連した内容を
表2 に抽出した。「他の学生の意見が学びにつながっ
た」「匿名で利用しやすかった」といった感想があっ
た。

3. 授業後のフィードバック動画
　学生から16の質問があり、全ての質問に回答した
動画を配信した。フィードバック動画への感想では

「疑問に思っていたところやわからなかったところ



東京医療保健大学 紀要
第１号　2024年 Shuhei YAMADA　Kazuaki NAYA　Misako KITAE

−132−

表２　学習方法に対する学生の感想
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て質問することに対して障壁を感じていることを指摘
しており、今後は授業中に学生からの質問を促進する
ための方策を講じることが課題である。その場で生じ
た学生からの質問を全体に共有し、その回答を学生が
考えることができるような授業設計が望ましい。

Ⅴ . 本研究の限界と示唆

　今回の授業設計は、結果として授業中および授業後
の教員・学生間の双方向の学びを強化することに寄与
したが、本研究にはいくつかの限界がある。
　一つ目に、事前学習の視聴率は100％であったが、
学生個々の総アクセス回数や視聴時間は分からないた
め、定められた時間を事前学習に費やしたかは不明で
ある。しかしながら、事前学習に関する小テストの平
均正答率が８割程度と高いことから、動画教材による
事前学習は、授業開始時のレディネスを揃えることに
寄与した可能性がある。
　二つ目に、授業中および授業後のインタラクティブ
なコミュニケーションは、全ての学生が当事者ではな
く、参加者が限定的になっていた。しかしながら、他
の学生の意見が学びに繋がったという感想もみられた
ことから、他者の言語化された思考は自己の学びにも

ていた。また、授業後のリフレクションに対するフィー
ドバック動画の感想の中で「自分は質問できなかった
が他の学生の質問と回答を聞いて学びが深まった」
とする回答があったことから、質問者以外の学習にも
寄与していた。
　Javie20)は、主体的な学習は学生の自信につながり、
問題解決能力を向上させることを報告している。学生
が疑問を持ち、自らそれを解決するために質問し、回
答を得ることで理解が深まるというプロセスは学生の
主体的な学びと考えられる。授業の中で理解できな
かったことが理解できるようになったという体験は学
生の自信や問題解決能力の向上につながる可能性があ
る。しかしながら、授業後のリフレクションシートと
回答動画の活用は、授業外での活動であること、その
活動に参加している学生は限定的であることに留意す
る必要がある。
　質問をすることは、批判的思考の根本的な要素であ
り21,22)、批判的思考は、インタラクティブティーチ
ングには欠かせない要素である。また、インタラクティ
ブティーチングは、知識を応用し、学習に積極的に参
加することを重視していることからも16)、授業内で
の質問が望ましいと考える。しかし、Wittaker23)は
質問をする学生が自尊心の低下や恥をかくことを恐れ

図２　インタラクションツールを用いたクイズ形式発問の結果
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繋がる可能性がある。また、学生個々の主体性を引
き 出 す 学 習 法 と し て、Team-Based Learning24)や
Learning through Discussion25)などがある。今回活
用したインタラクションツールに加え、これらのよう
な学習法を取り入れ、学生個々の思考を引き出す授業
設計を行っていく必要がある。
　最後に、今回の取り組みが学生の学習に対する内発
的動機づけとなったか、知識獲得などの学習効果に繋
がったどうかは検証できない。今後は、授業ごとや科
目終了時の評価により、学習効果を検証していく必要
がある。

Ⅵ . 結論

　今回の授業設計では、反転授業に「インタラクショ
ンツールを用いた双方向の学びの強化」「授業のリフ
レクションシートとフィードバック動画の配信」とい
う要素を取り入れた。これらの要素が、学生の内発的
動機づけを促し、事前課題や学習の取り組み状況を可
視化し、双方向の学びを強化すること、学生の知識の
定着と理解の深化につながった可能性がある。
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